
究保諜林のため,初期調韮-ポビュV-yヨy把投の調

査を,45年10月5日から,10月18日の14日間にわたり,

木田的ケ応東面において行った.

ニホンザルとの抵触は,10月6日に中央西紋舟木駅東
方2.5km地点において,初めて発見した｡

同地氏とは糸河山 (1,867m)を中心にして,対向点

である,邪原水沢において,ニホンザルの声を確認して

おり,今その姿と声を確認した対象が同一のものとは,

舵かに断定し難いが,糸鞍山周囲においてほかなり,密

度が淡いものと思われる｡また,10月18日に,弛 ･尻斜

田において,柿を会したものと思われる｡以上の串をふ

まえ,舟木駅北釆 2kmの桟沢周囲においても.その痕

跡汲喋であゥた｡よって,､この調査から最少隈に報告で

きることは,糸河山と桟沢周囲に広がりをもつ2郡が,

少なくともいるのではないかと推察されるO

湯河原で群を中心とした離脱個体の移動

と繁殖について

村 松 正 敏

湯河原T群の個体数は'71･2月現在で104頭であっ

た｡社会性比率は年々低下し,'70･2月の35.7から71

･2月の15.2になった｡この低下はリーダーの交替を含

む放(adult)の舵脱に原因したものであゥた｡一方,

出産性比率は'67年から次矧 こ低下したが, この憤向は

隣接群のP群についても同様であった.しかしながら,

P群は℃7年以前に圧倒的に地の多かった ことからみ

て'ほぼニホンザルの一般的な数値になってきたといえ

ら.4年間の出産性比率はT群の81.3,P郡の100.0で

あった｡しかしP群については過去8年間の推定が可能

で,それによれは,133.3となっていた｡ ところで,地

の放脱に関して,従来までは6才～7才がt:I-クである

とされているが (河合),T群の場合には顔にイレズミ

のマーキングをした結果,4才未満で50%という結果を

得た｡この結果は過去3年においても同様に推定されて

いたものであり,6才未満になると,同年令の雄のうち

90%-100%の離脱が観察された｡マーキングされた4

才未満の離脱個体のうち,100%が近接群 (他3群に)

に加入していた｡しかし4才-10才未満の個体で既脱後

他部へ加入した例は3例にすぎなかった｡ところが,10

才以上の雄が艇脱した場合には,50%強が近接群に按近

し (セミソT)ク1)一的),搾脱後1年～3年で完全にメ

ンバ-として加入していた.(群れから忙脱して-定期

W後に他群に接近するので,1'70･6月から71･10月の

期間に腔脱した,T群の成姓のその後の消息は判明して

いない｡)

結局.各年次のT群の3才以上の蝕の全個体数をそれ

ぞれ100とした場合,過去5年間の年平均の離脱は17

で,加入は8であった｡

次に姓の群間交流が郡内酌を結果として退け,血の交

流がおこなわれるかという関田であるが,(ソ))クリ-

のブ1)-ディンF'･y一〆yにおける一時的な接近によ

る交尾例ではなく)他群から完全に加入した個体の配偶

関係を祝祭した結果,T郡加入の完成熱枕2餌について

は,若年発情雌との切令が応も多くみられ.ついで群れ

における中核的血緑系に屈する雌との関係が共流してみ

られた｡T群の血校系は大別して 4ク̀ルーブであゥた

が,最も順位の訪い血柁系出身の雄は叔下位の血椋系雌

と高い何度において配偶関係がみられた｡このことは郡

内の配偶関係が自己の血縁系を退け他の血縁系とにおい

て高い何度において成立することを示しており,群内配

偶柄迫の大事な横柄を示していると考えられる｡さらに
上位血縁系の成雌が応も個体数が多く長期郡内に残って

いる点を考促したとき,他群の加入旭が上位血柁系の成

雌と配偶関係をもっことは,恋味のあることであると考

えられる｡

湯河原における野生ニホンザルの社会生

態学的研究

岡 野 恒 也 (明盛大 ･人文･心理)

神奈川県揚河町典扱河原から箱取にかけて天照山群

(T群),パークウェイ群 (P群),広河原群 (H群),

およびすくも郡 (S郡)の4郡の野生ニホンザJt,が控息

し,このうちT,P,Hの3郡は典暢河原側の斜面に,

比較的接近して,行動域を充棟させながら接み分けてい

る｡1968年よりT群において尻に入れ墨のマークをつけ

て調べたところ,比較的若いオスが他の3群に入りこん

でいることが分かった｡･このように接近した群れでは,

テ1)t･1)-の境界は硬いものではなく,群れ落ちした若

いオスはかなり容易に他の群れに受け入れられるようで

ある｡

1970年秋から1971年にかけて,T群について次の研究

を行なった｡

(1)adultmaleの順位の確認 :例年群れは6月末よ

り11月まで遊牧に出る｡T群のトッ7●1)-メ-は1965年

以来 Jlr3であったが,1970年11月,餌場にもどった群

れからJir8は舵脱していた.1970年6月と12月のadult

maleのJEm位を表1に示す｡表中※印は,道牧中に群れ

から舵脱したものを示す｡6月には4位までがT)-ダ-

クヲスと認められたが,12月には,3位の Satoruま

でがリーダークヲスと認められた｡6月に10位でありた
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表 1 1970年6月と12月における adultmaleの順位

順 位 1 6 月 1 12 月

AsatarO は,P群のt)一〆-2位であったのが,1969

坤にT郡に入ったものである.

(2)adultmaleの behaviorpatternの測定 :心

理学にとって,いかにして行動を客観的に測定するかが

間脳である｡今回は adultmale8頭について,15短

期の行動をチェック･1)スt･によって測定した｡行動は

30秒ごとにチェックされ,1回の測定時間は7.5分であ

る｡謎と2はその結果を示す.表中の数字は,チュックさ

れた数の,総チェック数に対する百分比である｡これら

の行動のうちから試みに4種をとって,仮に図1の如く

その他をプロットしてみたO資料も少なく,測定の方法

千,測定すべき行動の種類は今後検討しなければならな

いが,たとえは同位によって異なる行動の塾が,このよ

うな多角形で表わされるかもしれない｡

attack

JeEence

図1 behaviorpattermの図式化の試み

(3) 学習された行動の伝播:2重ロックされている箱

のふたを開けて中の餌をとるようになっている問題相を

餌坂に置き,ロックをはずす学習がどの個体によって最

初に学習され,どの個体へ伝播してゆくかを調べようと

した｡餌を柏の中に入れるのを見て接近してくるのはメ

スで'オスは全く関心を示さず'餌のイモを見て近づし,､

てきても,柏の中に入れられて見えなくなると,無関心

表2 チェックリストによる行動の測定



になる.メスのなかで,まず順位2位のPandoraが学

習し,ついで爪正位4位の Y凸koが学習したO この2孤

とPandoraの子の Semushiとが和を独占したので.

学円の伝柘を観群することはできなかった｡字門の数を増
すことも必要であるが,この間周和の学習がどのような

過程を応て完成するかな,突放畠で厳密に調べておく必

賓がある｡

(4)母一子関係の測定:ニホyザルの子は,どのよう

な経過を辿って母から独立するのか,子ザルグループが

でき.それがオス･メスのグループに分かれ,さらにオ

スは群れの周辺に落ちて,その一部は群れから離脱する

という｡それに反して,メスはそのまま群れの中心部に

田るOこのように子が母から独立してゆく過程は性によ

っても兵なるが,この関係を客観的に測定してみたい｡

母一子の心理的距離が,物理的距既に対応するものと仮

定し,チェ ック1)スT.によって,一定祝祭時間内に,千

が母から何m放れるかを測定した.仮に1.5m以上,母

から離れた粗度を百分比で表わしてみると表3のように

なる｡測定の数が少ないので,正確にはいえないが,順

位の高い母の子ほど,子が母から放れやすい傾向が見え

るOこの表では頻度の商い順に並べてある.メスの順位

は上位のものを除いて不明確なことが多いのであるが,

この結果は概ね上記の傾向を表わしているといえよう｡

表3 母から1.5m以上放れた何度を示す

(5)Popn,1.g.ti.9才1..C_CnSqS.:;群れを構成するサ/レの総

数を決定することは不可能に近いoLはしはペンキで印

をつけてEI(える方法がとられるが,たとえ良和にわたっ

て行なってもすべて数えつくしたかは明碇でなく,マー

キンク●もれが何珊ぐらいであるかは結局推定しなければ

ならない.そこで,比較的短期間に郡れの大きさを推定

する方法を考えて,伊豆波防崎の郡についてpupolation

の推定を試みた｡

そのために,皿Zi!何分和 f(klN.n,m)-

# )- k･n･-,と- その- 推定値

L(N)-〔晋 〕を用いた｡ただし,
N-事サルの総数

n-マーキングしたサルの放

m→餌場に処めたサルの数

k一袋めたサルの中でマークのついていたサルの歎

〔 〕一その他をこえない最大の並数

1971年4月7日,88,9日の3日にわたって行なっ

た｡第1日はできるだけ多くのサルにマークをつけると

ともに,性別.推定年令を記録した.第2日･茄3日の

両日にわたって.30分-1時間の間隔で,合計21回の測

定を行ない･mとkの批 得た021個の〔賢 〕の平均は
125となり,攻防蛾の群れの大きさが推定された｡この

値は観察より柑られる印象よりもかなり大きい｡

この方法について,ますすべてのサルが等しい確率で

餌場に現われるかどうか関田であるし,次に時間の経過

に伴って餌場に来るサルのグルーブが遜うので,調査と

マーキングにおける時間を考TRすべきであるのに,それ

がなされていないという問題点がある｡しかしその他の

点では超規何分布の成立のきE･条件をほぼ満していると思

われるので,野生ニホンザルの接息数推定に関する予備

的調査としてこの方法を用いたのである｡46年度は揚河

原,波勝崎の群について,この方法をくり返して検討す

る｡

これらの研究は.明血大学比較心理学研究会の学生諸君の協力によっ

て行なわれた｡また populatioJl推定の方法に関しては明丘大字心確

守教皇の℡野天氏の助打に負うところ大である｡附記して感謝の恵をあ

らわしたい｡

ニホンザルの地域ポピュレーションの総

合的研究

西 甲 利 貞 (東大 ･理 ･入獄)

1. 市宕山地区における野群群の分布調査;市宕山周辺

の村拓にアンケート カードを配り,サルの出現状

況をチェックしてもらうように依招した.現在カ-

ドを回収中であり,それらの結果,この地区におけ

る群れの数が判明するものと期待される｡

2. 芯宕山地区北部4郡(荊Ⅰ群,分裂A郡,分裂B
群,節Ⅰ群)の群問関係･.各郡のおおよその遊動域
が明らかになった｡分烈郡は,より価値の低い地域
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